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真菌センタ ー ニ ュ ース第2号をお送り致 します ｡ すで
に前号で ､ 平成1 3年度に文部科学省の科学技術振興調
整費の ｢病原喜菌 ･ 放線菌の遺伝資源の国際的拠点形成
のための基盤整備+ (代表者:西村センタ ー 長 ､ 3年間､
年間約1億円) が認められたことを報告しましたが､ 平
成1 3年直には本研究費によりタイから2人､ エ ジプトか
ら2人､ アメリカ合衆国から1人､ ハ ンガリー共和国か
ら2人､ 中国から3人､ ブラジルから2人､ 合計1 2名の
外国人研究者を招嘱しての共同研究が進められま した o
また本研究セ ンタ ー の教官も7名が外国へ 出張しま し
たo 平成1 4年度においても同規模の研究者の招構および
出張が行われており､ 振興調整費のセンタ ー の研究活動
に与える影響は極めて大きいものがあります｡
タイ国の国立衛生研究所と本センターとの問での部局
間交流協定の調印式がタイ国保健省医科学局のソムソ
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ン ･ ラ バオ局長の参加のもとに平成1 4年1 2月9日に本センタ ー で行われ､ 新たな国際的な共同研究体制が構築されました｡
本センタ - はこれまでブラジルのペルナンブコ大学と部局間交流協定を結び研究者の交流を進めています｡ また､ ブラジル
の力ン ビ ー ナ ス大学およぴハ ンガリーのデフレツツエ ン大学との間に結ばれた大学間交流協定を通しての共同研究も活発に
進んでいますo
平成14年度､ 文部科学省は新世紀重点研究創生プランを実施するにあたリ､ ライフサイエ ンス分野において｢ナシ∃ ナルバ
イオリソ ー ス プロ ジ ェ ク卜+を立ち上げ､ 実施機関の公募が行われた結果 ､ 本センタ ー は病原微生物の中核的機関に認定さ
れましたo
本ニ ュ ースでは､ 新たに当センタ - が病原微生物の中核的拠点として
=
#められた ｢ナショナルバイオリソ ー スプロジ 工 ク
ト+ と､ タイ国NIH との部局間交流協定につ いて報告します. また本センタ ー の善治 誠教授の著書 ｢力ピ博士奮闘記+ に
対して講談社から与えられた出版文化賞につ いて紹介します o ｢目で見る真菌と真菌症+ シリ ー ズの本号の トピッ クス は､
最近､ 特に注目されている輸入動物 (ペ ッ ト) から人に感染する真菌につ いての転読です o
NEW S
1) 活性応筆分野およぴ生態分野客員教授の採用
平成1 4年度の活性応苦分野の客員教授として は横浜市立大学医学部細菌学講座の川本 進講師が､ また生態分野
の外国人客員教授としてはイタリアの トリノ大学の 医真菌室長の ヴァ レリオ ･ ヴイ ドツ 卜博士が平成1 4年の9月
1日から1 1月3 0日の予定で着任.
2) 文部科学省の け シ ∃ナル バイオリソ ー ス プロジェ ク卜+
平成1 4年度の文部科学省の新世紀重点研究創生プランのライフサイエンス分野における ｢ナシ∃ナルバイオリ
ソ ー ス プロジ ェ ク卜+ において ､ 本センタ ー は病原微生物の中核的拠点として認定｡
3.) 幸治 誠教授の講談社出版文化賞受賞
宮治教授はその著書 r力ビ博士富由記+ で講談社出版文化賞の 一 つ である科学出版賞を受賞｡
協定締結の必要性と意義
タイ 国の 国立衛生研究所 (N IH) は保健省 医科 学局
(D M Sc) のもとで ､ 臨床診断や感染症の制圧および治療に
関する国家認定機関として活動 しています｡ 近年の新興およ
び再興感染症の増加により､ 早急に解決を迫られる多くの問
題が生 じており､ 日本の感染症研究所の研究者を中心とした
人達による援助のもとに ､ タイ国の国立衛生研究所において
も､ それらの感染症に対応した新しい研究体制が構築されつ
つあります｡ さらにタイ国においては ､ エ イズ患者の増加も
相ま つて ､ 真菌症や放線菌による疾患が増加して ､ 極めて深
刻な問題とな つ ていますc 当セ ンターも国立感染症研究所の
研究グル ー プと共に研究支援を行 つて きたましたが､ D M Sc
側は､ さらに本センタ ー と直接交涜協定を締結して ､ 病原真
菌および病原性放線菌に関する共同研究を進める ことを要望
して いました｡ 本センターにと つ ても､ タイ国のNIHはアジ
アにおける研究拠点として ､ また優れた研究パートナーとし
締結までの経緯
1 9 9 4年4月から､ 本セ ンタ qー)三上教授は､ 国際協力事
業団 (JFC A) の要言引こ基づきタイ国のNIH において ､ 病原真
菌および放線菌の短期専門家として歎度に渡り研究指導を行
つ てきましたo また､ 新たな+JC Aプロ ジ 工 クト ｢タイ国立衛
生研究所機能向上プロ ジェ クト感染症研究分野+ の発足に伴
い､ 同教授は短期専門家として ､ 日本の感染症研究所の研究
チームと共に研究に参加して きました｡ その間に当セン タ ー
もNIHから研修生を受け入れるなど､ その交流は活発に行れ
ていましたが､ 2000年12月に ､ NIH のパ トム ･ サ ワンパ ン
ヤレ ー ト所長より､ 部局間交流協定の申し出があり､ 当セ ン
タ ー は2 0 0 2年の 7月の協議委員会でこ れまでの実績と今後
の交流の進展が期待できる ことから､ 本協定の締結を了承 し
ましたo 協定は､ NIH と当センター間でのものですが､ タイ
国の事情により､ 上部組織の保健省の医科学局との 問で結ぶ
こ とに在りました｡
以下にタイ国保健省医科学局の 国立衛生研究所 (NIH) の
概要を示します｡
所在地 :8 8/7 Soi Bam ra snar adu ra, Tiw a n o nd R d‥
Amphu｢Mu a ng, No nthaburi, T ha‖a nd,
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タイEilの 医 科 学局 ソ ム ソ ン ･ ラ バ オ局 長 Z:
西村セ ン タ ー 長 と聞 で の 交 流 協 定 の 調 印式
て ､ 今後の共同研究の発展が期待できる ことから､ 本協定を
糸吉ぶ ことになりました｡
沿革 : タイ国の保健省は以下の 4局､ 大学局､ 医療局 ､ 保健
局および医科学局から構成されて います｡ 1998年の改組に
より､ 8 つ の検査部門と2 つの研究所 (NIH と薬用植物研究
節)､ 2 つ の事務局､ 1 2 の地方の検査 ･ 分析セ ンターを統括
する組織となりました｡ 今回の交流の実際の担当部局である
タイ国N Hは日本政府の援助を得て1 9 8 7年 に設立さ れ ､
■
Re s e a rch Pro m otio n Prqje ct of NIH
” の ブ ロ ジ 工 クト
(1 9 8 5- 1 9 9 4年度) の もとに､ また現在は感染症の研究を
中心としたプロ ジェ クトを日本の感染症研究所の研究者が中
心とな つ て支援を行 っ ています｡
NIH の構成と研究書 :NIHは9つの研究部門と動物セ ンタ ー
およぴ2 つの事務部から構成されて いますo
研究部門 1) Medic al Ento m olog y､ 2) To xicology and
Enviro n m e ntal He aEth､ 3) Myc ology and Para sitoLogy､ 4)
Ge netics a nd Bio che mistry､ 5) Medic a= ∋a cterio【ogy､ 6)
Clinic aE lm mu n ology､ 7) Mole c ularBiology a nd Va ccin e
De v elopm e nt､ 8) Ⅵrologyl､ 9) Vi｢ologyll
動物センタ ー : Labo rato ry Anim al Ce nter
事務部門 l:Qu ality a nd Te chnic al De velopm e nt
”:A dministrativ e
構成人数 : 医師4人 ､ 獣医師9 人､ 博士1 0人 ､ 修士3 7人 ､
学士7 7人､ 認定技師3 5人 ､ 非常勤職員1 1 9人 :総計291人
善治 誠 教授舟嘗
講談社班頗空佐芦安賞
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イルス ､ 原虫と並 べた場合､ 真菌は ｢等+ の1字が
付けばまだしも､ しばしば無禄されて いるからです｡
平成15年3月に定年退官される宮治先生には ｢お
めで とうごきいます+､ そして ｢ありがとうござい
ます+ と申し上げます｡
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もう一つ喜ばしい ニ ュ ー ス は､ 宮
治 誠教授が著した ｢カビ博士奮闘
記+ が平成1 4年度の講談社出版文
化賞の 一つ科学出版賞に輝 いたこと
で す｡ こ の賞は大手とはいえ1私企
業から授与される賞ですが､ 丸山工
作前千葉大学長を委員長とする､ 日
本の科学を代表する科学者と評論家
5名からなる委員会で選考されまし
た｡ 歴代の受賞者の顔ぶれがまた素
晴らしく､ それぞれ先頭に立 っ て学
問分野を開拓し優れた業最をあげた
り､ ユ ニ ー クな切り口で ､ 目から鱗
とい っ た学問の理解を示 した方々 で
す｡ これは宮治教授個人の名誉で あ
ることはもちろんですが､ 病原真菌と真菌感染を研
究して いる研究者にと っ ても大きな朗報でした｡ 内
臓の真菌感染症は実際は統計が取れないほど多く ､
診断や治療が難しいこともあ つて ､ 医学界では大問
題とな つ てい ますが､ ヒトの病原体として細菌､ ウ
｢ ナシ ∃ナル バイオ リソースプロジ ェ ク 卜+ は ､ ラ
イフサイ エ ン ス の総合的な推進を図る観点から､ 実
験動植物 (マウス ､ シ ロ イヌナズナ等) やE S細胞等
の幸手細胞､ 各種生物の遺伝子材料等の バ イオリソー
スのうち､ 国が戦略的に整備する ことが重要なもの
に つ いての体系的な収集- 保存- 提供を行うため体
制を整備することを目的として平成1 4年度に文部科
学省が予算化して ､ 発足したものです｡
こ のプ ロ ジ ェ ク卜は ､ ライフサイエ ン ス 研究に不
可欠な生物等の 収集- 保存と提供または開発を行う
生物種等の対象ごとの拠点を整備するプログラムで ､
原則として ､ 1 つ の生物種などを対象にして ､ 1機
関を選定する こ とにな っ て いますが､ 中核機関と専
門機関のチーム を形成する ことも可能で ある こ とで
公募が行れま した｡ その 結果 ､ 本真菌医学研究セ ン
タ ー ( 代表者: 西村セ ンタ ー 長) が有用微生物の カ
テ ゴリーの 中の病原微生物の中核拠点機関として ､
また長崎大学熱帯医学研究所 ､ 東京大学医科学研究
所､ 大阪大学微生物病研究所 ､ 岐阜大学院ろ虫立専攻
再生医科学､ 理化学研究所微生物系統保存施言受､ 国
立遺伝研究所を関連専門機関として ､ 平成1 4年度よ
り5年間の プロ ジ エ ク卜として認められましたo な
お､ 以下にナシ ョナル バ イオリソースの対象と在 つ
た生物種を示しますo
原虫
i) 実験動物 (マ ウス ､ ラ ッ ト､ シ ∃ウジ∃ウ パ
エ ､ 力イコ ､ 小型魚類､ カ エル､ 線虫等)
ii) 実験植物 (シロ イス ナズナ ､ ミヤ コザサ､ イ
ネ､ コ ムギ､ オオムギ等)
Fii) 有用微生物 ( 実験微生物､ 極限環境微生物 ､
病原微生物)
iv) マ力クザル等の霊長類
∨) 細胞 (動物培養細胞､ がん細胞､ 植物培養細
胞)
vi) 動物､ 植物 ､ 微生物のD N A(B ACライブラリ
ー やcD N Aライブラリ ー を含む)
vii) 遺伝子改変生物 (ヒト疾患モデル動物)
viii) ヒ卜培養細胞 (ES細胞等の幹細胞､ がん細胞
を含む)
2 0 0 2年 に新 た に ｢ナ シ ョ ナクレバ イ オ リ ソ ー ス プロ ジ ェ ク ト+
に お い て 発足 した 病原微生物 の 収集 ･ 保存 ･ 碇供と ､ 開発に
閲す る_ネ ッ ト ワ ー ク
●収 集 方 法
●プロ ジ ェ ク ト
運営委員会
●病原微生物
保 存 連 盛会 鼓
国 際共 同研 究 ､ 国 内共 同研 究､ 疫学調 査 ､
診 断 ･ 同定 協 力
篠田純男(委員長 ､ 岡 山大)､ 上 原 重 雄(国 立
感 染研)､ 野木 健 一 郎(独 法 ･ 製 品評 価技 術
基 盤 機 構)､ 竹 内 勤(慶応大)､ 柿鳥 虞(筑
波大), 本 田 武司(阪大)､ 笹川千尋(東大)､
江 崎孝 行(岐 早 大)､ 工 藤 俊 幸(理 研)､ 神原
鹿 二(長崎大)､ 永武 毅(長崎大)､ 菅原秀 明
( 国立 遺 伝研)､ 西村和子(千葉大)ー 三 上 裏
(千 葉大)､ 福 島 和 貴(千 葉 大)
東大, 阪 大, 岐阜大､ 長崎大, 千葉大､ 理 研 ､
遺 伝 研 の 実務 担 当者｡
｢ ナシ ョナル バイオ リソ ー ス プロ ジェ クト+
病原微生物 (代表者:西村和子 中核拠点機関:千葉大学真南医学研究セ ンタ ー )
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ハリネズミからとれた水虫菌
ハリネズミはペ ッ トとして , 今とて も人気があります｡
で も､ 針の根本に ヒトにうつ る水虫菌を持っ てい る こと
があります｡ 千葉大学真菌医学研究センタ ー で は ハ リネ
ズ ミから水虫園を見つ け, その菌は日本では初めて見つ
か っ た水虫菌で あることがわかりま した｡
㊨
E トリネズミ つ て ネズミなの ? どんな動物?
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ツユ ピハ リネズミですo
匡】水虫菌つ て 何?
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が正式な呼び名です｡
Eg水虫菌つ て足しかう つ らな い の?
園芸喜冨忘:
ま
R'表芸芸冒三三芳諾.B んの こ と､ か らだ
回 その水虫菌がハリネズミにうつ る とどうなる の?
園芸芸書写訂墓孟雲;tt:忘≡墓;i三言諾…諾笑望/
i
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ラと抜け､ こ われた剣山の様に禿げて しまいます｡ また､ 皮膚
が赤くなリフ ケもたくさん出ます｡
田 水虫菌がハ リネズミにうつ つ て しまつ た らなおせる の?
園芸三雲≡言宣誓…〒芸芸g
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り治して下 さい . また､ 家族や渇しい方に皮膚がかゆくな つ た
り､ 赤くなつ たりしている人はい な い で しよ うか? そのよう
な場合､ 直ぐに皮膚科の先生に相談しましよう｡
Eg
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班性丘疹)｡ 皮膚の赤い部分と正常な部分の境にみずぶくれ
(水病)がで きる こ ともあります｡ 頭 で は髪 の毛が抜け ､ フ ケ
がたくさん出るほか､ 重症では菌が毛根の奥まで入 つ て いくた
め､ 膿が出て ､ 触ると痛く､ 毛が抜けます (ケルル ス禿癒､ 写
写 真1 ヨ ツ ユ ビ ハ 1)ネズ ミo
真2)｡ ごく最近に日本でもう つ つ た人がい る と いうホ ッ ト在
情報がありました｡
国 ヒ卜に う つ つ て しまうと治せる の ?
皮膚科医に かかリましよ う｡ 必ず ｢家で ハ リネズミを飼
つ て います+ と告げま しよう o 治療は外用抗真菌割と内
服薬があリます D 治療は数週間以上かかりますが､ 根気よく治
療して下さい ｡ また､ 飼 つ て い る ハ リネズミを獣医さんに つ れ
て い っ て検査をして下さ い o ハリネズミが症状を示 して いなく
ても､ 菌を持 つ て いる場合があリます｡
匡】
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三三言孟,?水虫薗がヒ卜にう
つる という ことはどうい
ヒトからと.卜､ 動物か ら動物だけでなく､ 動物からと卜､
ヒ トから動物にう つ るような病気を人獣共通感染症とい
言 います o で すか ら､ ハ リネズミの水虫薗は人獣共通感染症の原
: 因菌です｡
蔓 国 ハ リネズミはみんな こ の水虫菌を持 つ て い る の ?
1 8 匹のハ リネズミのうち7匹は こ の 菌を持つ て いまし
た (約4 0 %)｡
匡ヨハ リネズミの水虫菌はとんな菌な の?
白い レース の ような菌で ､ 黄色い色素をつくリます (写
真3)o 顕微鏡で観察すると色々 な形の 胞子がみえます
(写真4)｡ こ の胞子が飛ん で きたときに､ 皮膚にキスがあると
そ こから入 つ て皮膚病をおこ
します｡
ES)忘£霊宝孟冨芸至芸這
うの?
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ですが､ 水虫菌の不思議な性
質として ､ ヒトを含めて感染
する動物が菌の種類によ つ て
写 真 2 動 物に つ く水 虫 菌 に ヒI,
が 感 染す ると ひ ど い 膿, か さぶ た ､
脱 毛 が み られ ま す｡
写 真3 ハ ) ネズ ミの 水 虫 蘭 ｡ 正 式にEまトリ コ フ ァイ ト ン
･ メ ン タ
グ ロ フ ァ イ テ ス
･ バ ラ エ テ ィ ー ･ エ リ ナ セ イ (Trtchophyto n m e nta-
gr ophyte s v a r･ e rin a c ei) と 呼 ばれ てい ますD
決 ま つ て います｡ た とえば､ 本来ヒ トにつ く水虫菌はヒ卜に ､
ネコ に つくも のはネコに､ ウシ に つくものはウシに､ ハ リネズ
ミに つ くものは ハ リネズミにというように在つ ています｡ しか
し､ 運 悪く他の動物が感染して しまうと､ とて も激しい症〕犬を
示すことが知られて います｡ ですから ､ ハ リネズミ の水虫菌が
ヒトにう つると ､ 先に書い たよ うに皮膚の 赤み ､ フ ケ ､ 脱毛 ､
膿などを伴 つ た症掛こなるわけ ですo 反対に ､ ヒ卜の水虫菌が
動物にう つ ると ､ 勤軌ま全身の毛が抜け､ フ ケ やかさぶたがた
くさん で きてひどい症〕利こなる ことが知られてい ます o
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染して から発見されましたo ですから､ 今まで日本で 一 般的で
なか つ たペ ットは要注意です｡ もちろん水虫菌だけで なく､ パ
イキ ンやムシなども注意しなければなリません ｡ 今までに日本
に無か つ た病気やとても危険な病気を持 っ て いるかも知れませ
ん｡ ちなみ_に
ハ リネズミにはダニ もたくさんつ いて い る ことが
知られて います (写真5)｡ 夕二 も病気の原因をまき散らす場
合があリます｡
●情報 (平 劇 4年度研究畠等の採用)
○受託研究員として､ 真敏感染分軌こ岸 ブタ気 系続 ･
化学生野に争森隆嗣をく ヒ ュ ー マ ンサイエ ン芽振興財団
リサ ー チL, ジデンF'として シセル きン ･･シ ヤチハ を採用
○科学技術振興研究員として ､ 系統 ･ 化学分野に逓藤成圃､
今西由巳 (1 2月3.1日退蔵)､ 高分子靖牲労野時彪山亜紀
子､ 少野木利成を採由
o 科宴妓術嘩興研究補助邑tしで･､ 系癌 璃 学重野に渡辺
哲､ 凍土春繋ニ 真菌芦源南発倉軌こ増野幸恵気･,J,t倉明
子 (81月3
'
1.E]過敏) {･1書里綾香 ､ 磯部形態充野C_こLu 本一
義を採用 ･
Ql･4年度研究確湛昆と七 て ､‾葉菌唇染分野に大堀
■陽､ 系
･/ 掛 偲撃愛野 碍 穏和平こ 鰯 酢態分野/t.I/海 和垣を療用
○･1.4年犀非常勤研彦星.(C O E研究機開)･としぞ ､
‾真薗資源
開発分野に近森 壌､ 機能形簡分野にヴイノ.k 卜タゾ
･ エ
リ-5Iク ･ ヴエ シ鼓オを採用
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田 うちの子 (ハ リネズミ) が心配なのだけど?
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い｡ こ の時必ず住所､ 氏名､ 電話番号 ､ ハ リネズミ の年齢､ 性
別は書い て 下さい｡ 大体1 週間から1 0 日くらいで水虫菌をも
っ て いるか いないかを調 べ る こ とができますD
最後に :人と動物が仲良
く暮らすための責任はす
ぺ て人にあります ｡ 水虫
菌に感染 して い る か ら､
何だかわからな い病気に
な つ て しま つ たからとい
つ て ､ そ の動物を野外に
捨て る ことは､ 日本の生
態 系を崩す ばか りで な
く､ 感染症を蔓延させる
写 真 4 ほか の 水
虫菌と 同 じよ う に
色 々 な形 の 胞子 を
つ く りま す｡ こ の
胞 子 が 飛 ん で きた
と き に ､ 皮膚に キ
ズ がある と そ こか
ら入 っ て 皮膚病 を
お こ しま す｡
写 真5 ハ リネズ ミ に つ い て い た ダ ニ ｡
水 虫 菌 だ けで なく ぺ ッ Tl に つ い て い る
バ イ キ ン やム シ に も 気 を つ けま し よ うo
危険があるので ､ 決 して してはならない こ とです｡ ペ ットを飼
っ ている人､ 医師､ 獣医師の連携により ､ 潤い のある ペ ッ トと
の暮しが生まれ､ 人崇犬共通感染症の予防ができる の です.
達縫尭 ㍍真南敵襲今野 佐野発芽
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○軍営チト国軍41ン シ ャム大学よりの国責留学撃と して ､
ア メ乙ド ･､メタ 卜 モ
ー セ ン ･･Z＼テフィ を高分子浄性分野
沿研喪具として受入れ
C)中国同済医科大苧J:
:り中国澱府派遣研究員として曽 敬 ■
思力簡運垂れ 系統-･ 化学分野の研究員として受入れ
○学術研究支援異として ､･高分子活性森野に岡 奈緒を採用
●お知らせ ′
平成1 5年の病原真菌d)商学の取り扱し＼あよぴ同定活好 つ
･いその病原真薗ぬ講習会は8月前篠に予定L;てし､ままが､
普.0)案内ほホー ムペ
⊥ジに掲載する矛定ですo･･.センタ
⊥ の
教員や･アルJW トの募集に関する事項もホ ー ム ページに塙
載しますので､ ご賢くださいビ
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